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燕労災病院の理念 
 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 
 

病院の基本方針 
 

◎安全で質の高い医療の提

供を目指します。 
 

◎勤労者の健康管理を支援し

ます。 
 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 
 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 
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平成 27 年 4 月より消化器内科に着任しております、長島藍子と申

します。 

新潟大学を卒業後、済生会新潟第二病院、新潟大学医歯学総合病院

を経て、当院に参りました。出身も県外で、この地域の地名や近隣の

病院・医院の専門性もわからず、初めは戸惑いましたが、なんとか慣

れはじめてきました。 

外来診療では、近年でよく耳にするようになった逆流性食道炎、ピ

ロリ菌感染胃炎、胃潰瘍、脂肪肝などの良性疾患から、胃癌や大腸癌、

膵臓癌などの悪性疾患、また潰瘍性大腸炎やクローン病、自己免疫性

疾患などの難治性疾患など多岐にわたる疾患を対象に診療にあたっ

ています。専門領域の疾患以外に、最近では高血圧や糖尿病、メタボ

リックシンドロームなどいわゆる生活習慣病を合併されている方も

多く、全人的診療を行う必要があると常に感じております。そんな中

でも、より専門的知見が必要な場合はすぐに各科の先生方に相談でき、

連携して診療に当たれるような体制が当病院で整っており、とても働

きやすい環境です。 

入院対象の疾患としては、主に、内視鏡治療を必要とする早期胃癌、

総胆管結石、胆石症に伴う胆管炎・胆嚢炎、また絶食療法が必要とな

る、腸閉塞や胃腸炎、さらには悪性疾患に対する診断までの検査や抗

がん剤治療などです。外科の先生方とも週 2 回の検討会のみならず、

いつでも情報交換できる環境であり、よりスムーズに紹介することが

でき、さらに治療方針決定の際のアドバイス等も受けながら、日々診

療しております。 

昨年までは大学院で研究を中心に活動しており、日々の診療からや

や遠のいておりましたが、新しい環境で日々進歩・変化していく医療

に取り残されないよう、しっかり勉強し成長していきたいと思ってい

ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 着任の挨拶 1 

*飛燕夏祭りへの参加 

*七夕コンサート開催 
2 

*パワーハラスメン研修会

開催 

*口腔ケア研修会開催 

*編集後記 
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*外来診療科別担当医師
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【 着任の挨拶 】 

                      消化器内科 長島藍子 
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７月１８日（土）、１９日（日）の２日間、燕市燕地区

の「第４４回飛燕夏まつり」が開催されました。初日の

１８日こそ小雨が降るあいにくの天気でしたが、二日

目、１９日は天候に恵まれ、祭のフィナーレの燕ばやし

大会には、前年度を上回る３３団体・２千人を超える人

たちが参加しました。当院からも鈴木院長をはじめとす

る三十数人の有志が参加し、終了までの小一時間踊りま

くって夏の一夜を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月７日（火）に当院にて「七夕コンサート」が開催されました。

当院職員による合唱団が、玄関ホールと病棟エレベーターホー

ルにて、「七夕さま」などの歌謡曲をハンドベルの演奏や歌唱に

て披露しました。また、スペシャルゲストとして看護部へ実習に来

ている高校生による音楽に合わせた体操もあり、観客の方たち

と一緒に大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【飛燕夏まつり・燕ばやし大会】に参加しました 
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【七夕コンサート】が開催されました 



 

 

 

 

７月６日（月）１７時３０分より、ヒューマンスキル研究所所

長の宮川一二三先生をお迎えし、『ハラスメントの実情とその

予防』についてご講演していただきました。 

ハラスメントの相談件数は年々増加の一途をたどってお

り、なかでもカウンセラーへの相談件数の上位を占めるもの

のが、パワハラやセクハラなどです。これらのハラスメンが発

生している職場の特徴としては、「コミュニケーション不足」や

「失敗がゆるされない環境」「働き方の異な

る人たちが一緒に働かなければいけい

ない環境」などがあるそうです。 

コミュニケーションを十分にとり、自分

の気持ちを添えた穏やかな伝え方をお互いに行うことで、意見のくい違いを未然に防止

し、ハラスメントという大きな問題を防ぐことできます。 

『起こってしまったら』よりも『起こらないようにするためには』を考え、日々取り組むこ

とが重要であることを学んだ研修会となりました。 

 

 

 

 

 

７月１６日（木）１７時３０分より、日本歯科大学新潟生命歯

学部地域歯科医療支援室の田中彰先生をお迎えし、『急性期

病院における口腔ケアの重要性』についてご講演していただ

きました。 

口にはたくさんの感覚が備わっているため、口腔内のケア

を行い、刺激を加えることで、サルコペニアや肺炎を予防し、

在院日数の短縮につながります。また、1 度バイオフィルムを

きれいに除去しても、口腔内清掃後の汚物の回収がお

ろそかにだったり、日々の口腔ケアを怠ると「あっ」という

間に衛生バランスを崩し、不顕性誤嚥などに繋がってし

まうそうです。 

当職員６０名近くが参加し、口腔ケアの重要性を理解

し、患者さんの QOL 改善のためにもしっかり取り組もう

と、熱心に傾講していました。 

 

 

 

新潟県内の花火大会は大半が終わってしまい、夜の虫の音は秋を感じさせるものも聞こえ始めてきました。

夜も涼しくなり、これからは食欲の秋、芸術の秋、スポーツの秋！！今年は、『大地の芸術祭』と『水と土の芸

術祭』が開催されますね。このような作品に触れる機会のある新潟に誇りを持ちたいなぁ～と思う、今日この

頃でした。でも、食欲の秋が一番ですが♪（Ｒ） 

 

【パワーハラスメント研修会】を開催されました 
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【口腔ケア研修会】が開催されました 

 【編集後記】 
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担当医師変更等の場合もありますので、受診の際は予めご確認ください。 

電話番号：（代表）0256-64-5111 


